
2017 年度 国際漁業学会大会個別報告プログラム（午前） 

   

  会場：東京海洋大学品川キャンパス 8 号館 203 教室 

※報告時間は 17 分、質疑応答は 8 分です。  

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 6 日（日）  

時間  座長  報告課題・報告者  

09:20 

| 

09:45 

宮
田
勉 

（
中
央
水
研
） 

1．  漁業管理に関する制度分析の方途：新制度派経済学の適用

可能性   

 

水産庁 猪又秀夫  

09:45 

| 

10:10 

2．水産業復興特区制度をめぐる論点と今後の課題  

－テキストマイニングと聞き取り調査から－  

 

(株)自然産業研究所 大南絢一  

元三重大学 安藤華奈子・菊池美里  

三重大学 原田幸子・山田二久次・松井隆宏  

10:10 

| 

10:35 

3．  洋上風力発電と地域を結ぶビジネスモデル  

 

近畿大学 日高健  

東京海洋大学 川辺みどり・婁小波  

10:35 

| 

10:45 

 休 憩  

10:45 

| 

11:10 
多
田
稔 

（
近
畿
大
学
） 

4．「海女」・「伊勢志摩産」に対する消費者評価－伊勢志摩

サミット前後での比較－  

 

三重大学 大串浩暉・松井隆宏・山田二久次  

11:10 

| 

11:35 

5．養殖魚輸出拡大に向けた海外マーケット調査と今後の課題  

 

 三重大学 原田幸子  

愛媛大学 間々田理彦・竹ノ内徳人・山本和博  

愛媛県農林水産研究所 水野かおり・松岡学  

11:35 

| 

12:00 

日
高
健 

（
近
畿
大
学
） 

6．三重県・愛知県のアオサ養殖における漁場の利用・配分方

法とその決定要因  

 

三重大学 松井隆宏  

三重大学 中沢友貴・清水梨央  



国際漁業学会大会個別報告プログラム（午後） 

 

※報告時間は 17 分、質疑応答は 8 分です。  

 

8 月 6 日（日）  

14:25 

| 

14:50 

山
下
東
子 

（
大
東
文
化
大
学
） 

7．海洋保護区によるフィジーのネットワーク型沿岸資源管理  

 

沖縄県海洋深層水研究所 鹿熊信一郎  

14:50 

| 

15:15 

8．モンゴウイカの資源管理に関する国際協力  

：フィリピン、セネガル、チュニジアの事例  

  

OAFIC 綿貫尚彦・七尾仁規  

15:15 

| 

15:40 

9．モルディブにおけるソデイカ資源の分布調査の方法および

結果に関する報告  

 

(株)インテムコンサルティング 樋野芳樹  

(株)フジイインターナショナル 藤井資己  

モルディブ国漁業農業省  Abdulla Jaufar・Mohamed Azheem 

15:40 

| 

15:50 

 休憩  

15:50 

| 

16:15 婁
小
波 

（
東
京
海
洋
大
学
） 

10．ミャンマー南部におけるカキ採捕漁家経営実態の事例研究   

  

水産研究・教育機構 宮田勉  

国際農林水産業研究センター 児玉真史・齊藤肇  

16:15 

| 

16:40 

11．太平洋島嶼国への援助とマグロ産業の発展    

 

近畿大学 多田稔  

16:40 

| 

17:05 
東
田
啓
作 

（
関
西
学
院
大
学
） 

12．理論面から見た蓄養（と放流）～Scahefer 型漁獲関数は

蓄養（と放流）を正当化できるか～  

  

専修大学   小川健  

17:05 

| 

17:30 

13. 少量漁獲魚種の産地価格形成－マトウダイを事例に－  

 

東京大学大学院 阪井裕太郎・鈴木崇・八木信行  


